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事前課題の内容

8/19～20の研修に向けて、下記の事前課題のご準備をお願いいたします。

事前課題
１

事前課題
２

事前課題
３

貴団体の「地域資源（地域の強み）」を整理する。

貴団体の「地域課題（地域の弱み）」を整理する。

貴団体で既に実施している脱炭素の取組、
今後実施したい/実施できそうな脱炭素の取組を整理する。

作成いただいた事前課題は研修当日にご持参ください。
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事前課題１＆２：地域資源・地域課題の整理

貴団体の地域資源と地域課題を「ヒト・モノ/コト・情報」の視点で整理します。

区分 地域資源（地域の強み） 地域課題（地域の弱み）

ヒト

モノ/コト

情報
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事前課題１＆２：地域資源・地域課題の整理

貴団体の地域資源と地域課題を「ヒト・モノ/コト・情報」の視点で整理します。

区分 地域資源（地域の強み） 地域課題（地域の弱み）

ヒト • 市内に観光地があり、一定数の関係人口を確保できている
• 本市は近隣自治体と比較して自治会加入率が高く、地域で
のつながりが強いと言える

• 自主防災組織の活動カバー率も高く、防災意識が高い市民
が多いと言える

• 行政と市内事業者は定期的な意見交換の場を設けており、
関係性は深いと言える

• 本市の人口は、少子高齢化の進展による自然減だけでなく、
就業をきっかけとした転出による社会減も加速している状況で
ある

• Iターン/Uターンで本市に転入する方が少ない
• 高齢化の進展に伴い、独居高齢者世帯が多い
• 特に農業部門において後継者不足が顕在化している

モノ/コト • 市内保育所の待機児童数はゼロである
• 市内に県有の工業団地があり、企業誘致および雇用促進に
寄与している

• 広大な市有林や未利用市有地を有している
• 農業が主要産業であり、本市産の●●は全国的に高い評価
を得ている

• 公共施設の老朽化が進んでおり、改修が必要である
• 空き家・空き店舗が増加しており、倒壊の危険性や防犯面で
の対応が求められている

• 市内を流れる河川は、台風等の自然災害により氾濫する危
険性がある

• 自家用車が主な交通手段であり、高齢化に伴い、移動手段
の利便性向上のニーズが高い

情報 • 脱炭素の取組に積極的な近隣自治体があり、情報収集が
可能である

• 国や県の動向、補助金/交付金の情報等を庁内で十分に収
集・展開できていない

記入例

「脱炭素」に関係するか否かを問わず、
貴団体全域に関する「地域資源(地域の強み)」と「地域課題(地域の弱み)」を整理してください。
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事前課題１＆２：地域資源・地域課題の整理

地域課題は、人口減少・少子高齢化という全国共通の課題ではなく、
可能な限り貴団体固有の課題に細分化することがポイントです。

参考

生産年齢人口の減少
高齢化の進展

税収の減少

子育て世代の減少

高齢者の増加

地域産業の衰退

企業誘致の停滞

光熱費の高騰による家計の圧迫

ケア施設の老朽化

品質・価格等の競争力の低下

広大な未利用市有地・県有地

子育て・教育施設の老朽化

移動手段の不足

後継者不足・担い手不足

自治体としての支援メニューの不足

多くの地方自治体で共通する課題 固有の課題 (参考)脱炭素の取組例

再エネ設備と地域新電力の設
立による安価な電力の提供

省エネ性能を高めた
施設の改修

省エネ性能を高めた
施設の改修

EVバスの運行

脱炭素の取組を活用した
商材のブランディング

脱炭素の取組は、可能な限り、
地域課題を解決するための手段と
位置付けることが重要です。

目的：地域課題の解決

手段：脱炭素の取組

目的と手段の関係
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事前課題３：脱炭素の取組の整理（1/5）

貴団体で既に実施している脱炭素の取組、
今後実施したい/実施できそうな脱炭素の取組を整理します。

No. 施策 実施済み 今後検討

例 新築時の高い省エネ性能の義務化・推進 〇
１－① 新築時の高い省エネ性能の義務化・推進

１－② 既築住宅の高い省エネ性能への改修推進

１－③ 家電・設備の省エネ化の導入推進

１－④ 環境配慮のされた集合住宅の計画

１－⑤

その他（自由記述）

１：家庭部門 ※一般世帯のこと（戸建てや集合住宅等の住居区分は問わない）

既に実施している脱炭素の取組 →「実施済み」
今後実施したい/実施できそうな脱炭素の取組 →「今後検討」
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事前課題３：脱炭素の取組の整理（2/5）

No. 施策 実施済み 今後検討

２－① 移動距離の短い街区の形成（コンパクトシティ等）

２－② 移動・輸送の共同化の促進（公共交通、カーシェアリング等）

２－③ モビリティのEV化の推進

２－④ エコドライブの推進

２－⑤ 充電インフラ等の整備・拡充

２－⑥

その他（自由記述）

２：運輸部門 ※人や物資の移動を担う部門のこと

No. 施策 実施済み 今後検討

３－① 建築物の新築時の高い省エネ性能の義務化・推進

３－② 既築建物の高い省エネ性能への改修推進

３－③ 省エネ対策の推進

３－④ 再生可能エネルギー電力への切り替え支援・推進

３－⑤

その他（自由記述）

３：業務部門 ※サービス業や小売業などのこと
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事前課題３：脱炭素の取組の整理（3/5）

No. 施策 実施済み 今後検討

４－① 建築物の新築時の高い省エネ性能の義務化・推進

４－② 既築建物の高い省エネ性能への改修推進

４－③ 省エネ対策の推進

４－④ 再生可能エネルギー電力への切り替え支援・推進

４－⑤

その他（自由記述）

４：産業部門 ※農林水産業・製造業・建設業等のこと

No. 施策 実施済み 今後検討

５－① 適切な森林整備

５－② 木材の利用促進（建築物等）

５－③ 森林データの整備・更新

５－④

その他（自由記述）

５：吸収源対策 ※CO2吸収量の増加に寄与する取組のこと
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事前課題３：脱炭素の取組の整理（4/5）

No. 施策 実施済み 今後検討

６－① 再生可能エネルギーの適切な導入を促進する条例の制定

６－② 太陽光発電設備の導入促進

６－③ 風力発電設備の導入促進

６－④ 水力発電設備の導入促進

６－⑤ 木質バイオマス発電設備の導入促進

６－⑥ 廃棄物系バイオマス発電設備の導入促進

６－⑦ 広域連携による再生可能エネルギーの活用

６－⑧ 再生可能エネルギー熱の利用

６－⑨ 公共施設や熱需要施設（温浴施設等）への地域熱供給

６－⑩ 地域新電力の設立や地域新電力との連携推進

６－⑪

その他（自由記述）

６：エネルギー ※CO2を排出しない電力生成・熱利用等のこと（家庭・業務・産業等の設置場所は問わない）
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事前課題３：脱炭素の取組の整理（5/5）

No. 施策 実施済み 今後検討

７－① 行動変容の促進（働き方改革、公共交通の利用、再配達防止、食品ロス、プラスチック削減等）

７－② 廃棄物の削減（食品ロス、プラスチックごみの削減等）

７－③

その他（自由記述）

７：その他

＜脱炭素の取組の整理＞
「環境省 地方公共団体実行計画（区域施策編） 策定・実施マニュアル（本編） 令和6年4月 P188～189」を参考に事務局にて作成
manual_main_202404.pdf (env.go.jp)

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202404.pdf

	表紙
	スライド 0: 令和6年度北海道地域脱炭素ステップアップ事業

	内容
	スライド 1: 事前課題の内容
	スライド 2: 事前課題１＆２：地域資源・地域課題の整理
	スライド 3: 事前課題１＆２：地域資源・地域課題の整理
	スライド 4: 事前課題１＆２：地域資源・地域課題の整理
	スライド 5: 事前課題３：脱炭素の取組の整理（1/5）
	スライド 6: 事前課題３：脱炭素の取組の整理（2/5）
	スライド 7: 事前課題３：脱炭素の取組の整理（3/5）
	スライド 8: 事前課題３：脱炭素の取組の整理（4/5）
	スライド 9: 事前課題３：脱炭素の取組の整理（5/5）


